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ふじみ野ＥＸＰＲＥＳＳ 

 
ふじみ野エクスプレス ～みんなで子育て・生きがいのある暮らし・活気のあるまち をめざして～ 
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竹細工の魅力 

昭和４０年頃迄の勝瀬地域は、多くの家が防風

林の竹やまを背負って居ました。竹材は日常生活

にも多用され専業の竹
たけ

籠
かご

屋も集落内に 3 軒ありま

した。 

 この頃、周期的に竹に花が咲き枯れる現象が起

こり又、ナイロン系素材の進出により竹製品が日

常から消え去りましたが、伝統文化やスポーツ用

品等には未だ竹材が必要な物もあります。 

 一方、身辺の調度品で竹の持つ風雅な味わいを

活かした創作を試みながら、永く愛用出来る事も

大きな魅力では無いかと考えています。 

（取材協力：勝瀬昔承会） 

交流センター１階ギャラリーにて展示予定（２月３日～３月３日） 

 

竹
細
工 

花暦（はなごよみ） 
さくら（桜） 

 

 

 

 

 

 

 桜の花芽は夏頃から形成さ

れ始めます。花
か

芽
が

と葉芽
よ う が

の見

分けが難しいのですが、枝先

の三つの芽の中央が葉芽、両

脇が花芽と言われています。 
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ふじみ野交流センター&ピアザ☆ふじみ 
Event Ｃａｌｅｎｄaｒ /イベントカレンダー 

 
ふじみ野交流センター事業のご案内 

地域交流事業 ふじみ野じゅく 

1 月定例会 『体の中を覗いてみよう』 

体の中シリーズ第 6 回目の今回は、動

脈硬化について学びます。 

と き／令和４年１月２１日（金） 

午前１０時から 1２時 

会 場／ふじみ野交流センター 

定 員／４０人（申込順） 

講 師／山田祥三氏(薬剤師・ふじみ野塾生) 

参加費／無料 

申込み／受付中 

２月定例会 『回想法』 

昔の記事や写真などを見て語り合うこと

は、脳のトレーニングにつながり、日々の

暮らしを生き生きさせると言われています。 

と き／令和４年２月１８日（金） 

午前１０時から 1２時 

会 場／ふじみ野交流センター 

定 員／４０人（申込順） 

講 師／田中真奈美氏（読売新聞記者） 

参加費／無料 

申込み／受付中 

＜共通事項＞ 

申込み方法／電話または窓口で受付けます 

問合せ／ふじみ野交流センター 

電話／０４９－２６１－５３７１ 

 

公共施設予約システム抽選日程 

ふじみ野交流センター、ピアザふじみ 

３月分 

◆抽選日 １月１日（土）※1 

◆窓口受付開始日 １月５日（水）※2 

◆インターネット仮予約受付開始日 

 １月６日（木） 

４月分 

◆抽選申込期間 

 １月１５日から１月３１日までの間 

◆抽選日 ２月１日（火）※1 

※1抽選日は毎月 1 日です。午前９時以降

抽選結果が確認できます。 

※2窓口受付開始日は、当選分の本予約受

付、抽選申込以外の予約など、午前９時

から午後５時１５分の間窓口のみで受付 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

◆施設利用の一部制限について◆ 

新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、施設の利用について一部制限がありま

す。電話での問い合わせは 

平日午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 

ふじみ野交流センター 

０４９－２６１－５３７１ 

ピアザふじみ  

０４９－２５７－６４４６ 

 

勝瀬の小正月「まゆ玉」飾り 
勝瀬地域では、五穀豊穣や商売繁盛を祈

願して、2月 14日から 15日にかけて「メ

ーダマ飾り」が行われていました。「メー

ダマ」とは「まゆ（繭）玉」のことで、

交流センターでは 2 月 10 日（木）～15

日（火）まで、1 階ギャラリーに展示し

ます。（展示協力：勝瀬昔承会） 


